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自༝هड़Ωʔϫʔυநग़法にΑる
೔ຊとถࠃの自動ंϢʔβओ؍Ձ஋の෼ੳ

Analysis of Subjective Values of Car Users in Japan and U.S.

Using Free Description Keyword Method
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ཁɹɹࢫ

Honda フィロιフィの一つであるʮお٬様のتͼʯにつ

いてௐべるため，自ಈंのັ力や価値についてのΩーワー

υをऩ集するௐ査を日本とถࠃで実ࢪした．਺ྔ化ᶙ類の

手๏である཭ࢄデータのಛ異値分ղを࢖い，ಘられたΩー

ワーυデータをクラスタとしてՄࢹ化した．そして，それ

らクラスタにؚまれるΩーワーυ܈を分ੳ者がҙຯ的にղ

ऍすることで，ユーβが感じている自ಈंのັ力と価値の

֓೦ߏ଄をଊえた．そして，日本およͼถࠃの自ಈंユー

βともڞ௨してੑࡁܦや೩අੑೳは重要とଊえているこ

と，日本ではૢॎੑや҆શੑが重ࢹされる一方，ถࠃでは

৴པੑ，࢈ࢿ価値，ੵ 載ੑ，շదੑが重ࢹされているとい

う，日本とถࠃのࠩ異がղऍできるようになった．さらに，

ௐ査のࡍにऩ集したユーβଐੑを分ੳすることで，年ྸに

よる価値のࠩ異や，ੑ ผによる価値のᅂ好も֮ࢹ化され

た．また，Honda と AcVra のブランυ認識のࠩが，৴པੑ，

価値，プϨミアϜ価値といった価値֓೦のࠩにあるこ࢈ࢿ

ともઆ明できた．

"#453"$5

In order to investigate “Customers’ Joy,” one 
of Honda’s philosophies, a survey was conducted 
in Japan and the United States to collect keywords 
concerning the attractiveness and value of automobiles. 
The collected data was visualized as clusters of 
keywords by using the singular value decomposition 
method on discrete data, which is a quantification 
type III of statistical analysis. Then, through semantic 
interpretation of the keywords belonging to these 
clusters, the concept structure of the attractiveness 
and value of automobiles perceived by automobile 
users was clarified. As a result, it was noticed that 
both Japanese and U.S. users share common values 
on economy and fuel efficiency, while Japan users 
value handling and safety and U.S. users value 
reliability, asset values, loading capacity, and comfort. 
In addition, the differences of value by age and 
value preferences by gender were also visualized by 
analyzing user attribute data collected in the survey. 
The differences in brand recognition between Honda 
and Acura were also explained by the differences in 
value concepts of reliability, asset values, and premium 
values.

̍ɽ·͕͖͑

Honda ૑業者はʮ研究所は人間の࣋ؾちを研究するとこ

Ζであって，技術を研究するとこΖではないʯという言༿

をҨしており，お٬様にتんでもらえる価値を研究するこ

とが঎඼づくりをする上で重要であるとઆいている．その

ཧ೦はʮお٬様のتͼʯを௥ٻするフィロιフィとしてࡏݱ

にまでҾきܧがれている（１），（̎）．

自ಈंユーβの価値観をௐべるには一ൠ的にはアンέー

トௐ査などを実ࢪすることが多い．とこΖが，アンέート

ௐ査のઃ໰には，質໰者がಘたいと思っているҙਤがೖり

込み，݁ Ռの٬観ੑに影響を༩えることが知られている
（̏），（４）．このため，ユーβの感じる価値を研究するために

は，٬観ੑのある৽しいௐ査手๏が必要とされている．ま

た，ࠃや文化やࡁܦ発లのϨϕルによっても大きく異なる

多様な価値観を，औ集した٬観的なデータを࢖って分ੳし

ていく手๏も必要となってくる．

ۙ年，発ୡが著しい A* 技術のྖҬをみると，自વ言ޠ

ղੳと਺ྔ化ᶙ類の手๏（̑），（６）を૊み合わせ，๲大な非ఆ

ྔデータから本質的Ҽࢠをநग़する技術が発ୡしている．
１	本田技研工業株式会社
̎	ライフクリエーションセンター
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これは，Ωーワーυやਤ形などの཭ࢄデータ܈をग़ݱස౓

などを࢖って਺ྔ化し，ಛ異値分ղでҼࢠを分ੳして対৅

をཧղする手๏である．

そこで，本研究では，質໰者のҙਤがೖり込まないよう

なアンέート方式を࠾る．۩体的には，自༝記ड़式のアン

έートで，自ಈंユーβが自༝に自ಈंのັ力や価値につ

いてΩーワーυで回答できるようにして言ޠデータをऩ集

する．そのとき同時に，ユーβのڍげたΩーワーυ間の݁

ͼ෇きのڧさもઃ໰で਺ྔ化する．

そして，औಘしたΩーワーυ間の関࿈ੑに਺ྔ化ᶙ類

の手๏をద用することでΩーワーυをクラスタリングし，

ユーβが自ಈंに感じているັ力や価値をղ明してΏく．

̎ɽ手法

�����ௐࠪํ法
本研究では，2017 年，Honda のओ要な市৔である日本

とถࠃでそれͧれ 5
000 ໊の自ಈंユーβに8eCアンέー

ト形式のௐ査を実ࢪし，回答をಘた．そのࡍ，ユーβの年

ྸやஉঁ比率は日本，ถࠃのそれͧれの人ޱ比率にۙくな

るようサンプリングをௐ੔した．

ௐ査協力者には，まͣ，ࡏݱ最もよく࢖っているंの໊

前と，ผのंをങうとしたらどんなंをબぶかを回答して

もらった．ങいたいผのंについては，ं ໊，Χテΰリど

ちらでもՄとした．次に，それらのंやΧテΰリをબんだ

ཧ༝やؾにೖっている఺について４ޠ，自ಈंをબぶとき

Կを重ࢹするかについて６ޠの合ܭ 10 を，自༝にΩーޠ

ワーυを記ड़する形式で回答してもらった．そして，自分

のڍげたंの໊前とΩーワーυ合わせて 12 を一対比ֱݸ

して表ࣔし，Ωーワーυ間の関࿈ੑを，ڧい関係がある，

গし関係がある，関係はऑい，́ ΅無関係，の４ஈ֊でධ

価してもらった．さらに，ઃ໰Ҏ外に年ྸやੑผや年ऩな

どのユーβଐੑも，ݸ人をಛఆできないよう഑ྀの上で同

時にऩ集した．また，今後ීٴが見込まれるిؾ自ಈ （ंҎ

߱，EV）のັ力についてもௐ査できるよう，ௐ査協力者の

中にEVユーβが市৔઎༗率にۙいׂ合でؚまれるように

した．

�����෼ੳ手法
ऩ集データは，日ถでそれͧれಠཱして分ੳした．Ҏ߱，

日本市৔でのௐ査を日本൛，ถࠃ市৔でのௐ査をถࠃ൛と

記す．
Fig. 1のように回答をಘたΩーワーυ間の関࿈ੑを表

したマトリクスを 5
000 ໊分合ࢉし分ੳをした．合ࢉする

するසग़Ωーワーυのݱ同じΩーワーυが一ఆҎ上ग़，ࡍ

みを分ੳ対৅とした．その݁Ռ，શ部で日本൛では 410 ，ޠ

ถࠃ൛では 475 ．をղੳ対৅としたޠ

සग़Ωーワーυの上Ґ 10 ߲目は，日本൛では，೩

අ，デβイン，৭，価֨，̓ શੑ，ӡ転しやすい，ܰ 自ಈ

ं，৐り心地，内૷，̓ શであった．ถࠃ൛では，price，

color，TaGetZ，comGort，TtZle，reliaCle，Ti[e，HaT	mileaHe，

RValitZ，deTiHn であった．

多変ྔղੳの中には，回ؼ分ੳに代表される目的変਺を

もつ手๏と，目的変਺をもたない手๏がある．後者のうち，

આ明変਺が非ఆྔ的なΧテΰリデータの৔合に用いられる

਺ྔ化ᶙ類の手๏を，今回ಘられたΩーワーυデータの分

ੳにద用した．

਺ྔ化ᶙ類は，対Ԡ分ੳともݺばれ，Χテΰリデータに

ओ੒分分ੳの手๏を֦ுし，ෳ਺のઆ明変਺からજࡏ変਺

を見ग़し，そのજࡏ変਺にお͚るΩーワーυのۭ間഑ஔを

おこなう（̓）．જࡏ変਺を見つ͚るために，マトリクスの行

੒分とྻ੒分の૬関をできるだ͚大きくするように係਺を

෇͚る．これを܁りฦすことでಠཱした̎࣠にجづく，֤

Ωーワーυのۭ間഑ஔがՄೳになる（Fig. 2）．

ಘられたΩーワーυのۭ間഑ஔは Fig. 3のような࠲ۃඪ

で表せ，Ҏ下の三つのࢦඪでղऍすることができる．

ඪ֯のখささ　：Ωーワーυ間の関࿈ੑの高さ࠲ۃ	（１）

཭　　　：Ωーワーυのಠཱੑの高さڑからのۃ	（̎）

（̏）	プロットԁの大きさ：Ωーワーυのग़ݱස౓

Fig. 1   Schematic image of creation of keywords and 
their relevance matrix from 5,000 samples
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Fig. 3   Polar plot of cluster of keywords

Fig. 4   Comprehensive polar plot of keywords of car values from Japanese car users

ۭ間഑ஔをおこなうことで，クラスタ分ੳでඪ४的に࢖

われるデンυログラϜのようにઢがೖりཚれて൥ࡶ化する

ことなく，ΩーワーυのղऍがՄೳになった．

഑ஔされたΩーワーυをղऍするために，ओに࠲ۃඪ֯

ごとのクラスタをいくつかઃఆした．

このクラスタにؚまれるΩーワーυを分ੳ者がղऍす

ることで，自ಈंユーβが自ಈंに感じている価値のߏ଄

をղऍした．また，本手๏を日本およͼถࠃのそれͧれの

ユーβにద用してಘられた分ੳ݁Ռを比ֱし，ߟ察をおこ

なった．

̏ɽΫϥελ෼ੳ

�����೔ຊ
Fig. 4は，日本のユーβが回答した自ಈंのັ力と価値

に関するΩーワーυをプロットしたものである．

ਤ中ࠨ上には自ಈӡ転ࠨ， 下にはҡ࣋අが҆い，ӈ下に

は৭というΩーワーυが，ۃからそれͧれの方֯に最も཭

れてプロットされている．このようなҐஔ関係は，それら

Ωーワーυが૬互に関࿈が௿く，ಠཱしたັ力や価値と

ユーβに感じられていることをҙຯしている．

さらにそれͧれのΩーワーυと同じ方֯にฒぶΩーワー

υは，関࿈ੑのあるັ力や価値の֓೦を表すΩーワーυ

であり，クラスタを形੒している．外ଆに഑ஔされるΩー

ワーυはそのクラスタをಛ௃づ͚るಠಛなັ力や価値を，

内ଆのΩーワーυは他Ωーワーυとも関࿈ੑが高いより一

ൠ的なັ力や価値を表している．

また，大きいԁでプロットされている೩අ，デβイン，

価֨，৭，̓ શੑなどは，多くのユーβにڍげられたΩー

ワーυであり，広く࣋ࢧされたັ力や価値を表している．

このようにΩーワーυのۭ間഑ஔを読みղいてクラスタ

をҙຯ的にղऍすれば自ಈंのັ力や価値にはどのような

֓೦があるかを分ੳしていくことができる．

(1) Relevance
(2) Uniqueness 
(3) Observations
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Ҏ上のようなղऍの࢓方を，最初に，Fig. 4のࠨ上方޲

に分෍する大きなΩーワーυのクラスタにద用し，分ੳし

てみる．

ਤ中ࠨ， 上外ଆに自ಈӡ転というΩーワーυがプロット

されている．これはこのクラスタを代表するັ力や価値の

Ωーワーυである．同じ方޲には，自ಈブϨーΩ，̓ શੑ，

҆શ，バックϞニタなどのΩーワーυがฒんでいる．よっ

て，このクラスタをҙຯ的にղऍすると，自ಈंの҆શੑ

に関してユーβが感じているັ力や価値の֓೦を表してい

るとߟえられる．

҆શੑのクラスタのࠨには，ੑ ೳ，੩か，૸行ੑೳ，ӡ転

しやすい，৐りやすいなどのΩーワーυがやや方޲を変え

てฒんでいる．これはユーβが自ಈंをૢॎするときに感

じるັ力や価値の֓೦とղऍできるので，ૢ ॎੑのクラス

タと໊෇͚た．

҆શੑのクラスタのӈには，৐り心地，ർれない，շద，

շదੑ，ナϏなどのユーβが自ಈंからडಈ的に感じる

Ωーワーυがฒんでいる．これは৐心地の価値֓೦を表す

クラスタとղऍできる．

Ҏ上を要໿するとࠨ， 上の大きなクラスタは，̓ શੑ，

ૢॎੑ，৐心地という価値֓೦が؇やかに集まったクラス

タであり，広義にղऍするとVehicle	 dZnamicT と໊෇͚ら

れる֓೦ߏ଄を形੒しているといえる．

このクラスタを良く見ると，ӡ転しやすい，ӡ転のしや

すさ，ӡ転しやすさや，あるいは，̓ શੑ，̓ શ，̓ શੑが

高いなど，ࣅたҙຯのΩーワーυがۙいҐஔにプロットさ

れていることがわかる．これは，本手๏がࣅた֓೦をۙ๣

にۭ間഑ஔできていることをࣔしている．また，それら類

೦のΩーワーυの分෍範囲が本手๏の分ղೳをおおよ֓ࣅ

そ表しているといえる．なお，ӡ転しやすさのΩーワーυ

が࠲ۃඪで中ԝدりにプロットされているのは，他のັ力

や価値とも関࿈がਂいためとߟえられる．

次に，ਤのࠨ下部分の大きなΩーワーυクラスタに着目

する．ਤ中では，೩අ，೩අがいい，೩අが良いというΩー

ワーυがݦ著で，ϋイブリッυ，ڥ؀に༏しいなどのΩー

ワーυも同じクラスタにଘࡏする．これらは一ൠの自ಈं

ユーβには೩අੑೳの価値֓೦としてくくられているとղ

ऍできる．

その೩අੑೳクラスタの下には，ҡ࣋අが҆い，̓ い，

੫ۚが҆い，ҡ࣋අ，などのΩーワーυがฒͼ，ۃにۙい

とこΖにも，価֨，値ஈというස౓の高いΩーワーυが大

きなԁでプロットされている．これらは೩අੑೳҎ外のܦ

．の価値֓೦とղऍできるੑࡁ

また，ੑࡁܦのクラスタのۃにۙい部分には，コンパク

ト，খ回りがརく，খ回りがきく，などは，われわれがऔり

回しੑೳとݺぶ価値֓೦であることから，औり回しੑのク

ラスタとղऍした．

Ҏ上を要໿すると，このࠨ下の大きなクラスタは，೩අ

ੑೳ，ੑࡁܦ，औり回しੑ，とղऍできる価値֓೦が集まっ

たクラスタであり，શ体でEconomZ	 and	 eaTZ	 drive と໊෇

͚られるັ力や価値の֓೦ߏ଄を形੒しているとߟえた．

次に，ਤのӈ൒分の大きなΩーワーυクラスタに着目す

る．ਤ中，一番外ଆのΩーワーυ，৭の方޲に，Χラー，外

観，かわいい，などのΩーワーυがฒんでいる．これは，৭

を中心とするੑݸを表すクラスタ，ੑݸ的という価値֓೦

であるとղऍできる．また，その上の，デβイン，見た目，

かっこいい，形などのΩーワーυは，ओに形状の良さに感

じるັ力の֓೦であるので，Χッコ良さの価値֓೦とղऍ

した．

また，やや内ଆに分෍している，広さ，ं 内が広い，ࣨ 内

が広い，シートアϨンジなどのΩーワーυは，外観形状と

も関࿈するࣨ内ۭ間の価値を表すので，広さの価値֓೦と

ղऍした．広さのクラスタは他のັ力や価値とも関࿈ੑが

あるため内ଆに分෍しているとߟえた．

Ҏ上を要໿すると，ӈ൒分の大きなクラスタは，ੑݸ的，

Χッコ良さ，広さという価値֓೦の集まったクラスタであ

り，શ体としてDeTiHn	 and	 Tpace というັ力や価値の֓೦

．଄を形੒していると分ੳしたߏ

Ҏ上のղऍより，日本のユーβは自ಈंにҎ下のັ力や

価値を感じており，それͧれ，よりݸผ的価値に分ղでき

る価値֓೦がΏるやかに݁合しているとߟえられる．

（１）	Vehicle	 dZnamicT は，̓ શੑ，ૢ ॎੑ，৐心地のݸผ

価値でߏ੒される価値֓೦である

（̎）	EconomZ	 and	 eaTZ	 drive は，೩අੑೳ，ੑࡁܦ，औり

回しੑでߏ੒される価値֓೦である

（̏）	DeTiHn	 and	 Tpace は，Χッコ良さ，ੑݸ的，広さでߏ

੒される価値֓೦である

�����ถࠃ
ถࠃについても，日本と同様に分ੳをおこなった．ಘら

れたΩーワーυプロットを Fig. 5にࣔす．

著なΩーワーݦ཭が཭れてプロットされているڑからۃ

υをௐべると，ਤ中ӈ上に colorࠨ， に HaT	mileaHe，ӈ下に

roomZ がある．

まͣ，ਤ中ӈ上のΩーワーυ color と同じ方޲には red，

ClVe，white という۩体的৭໊の΄か，attractive，TtZliTh，

TportZ，prettZ，TeYZ，lVYVrZ，CeaVtiGVl，cool など，ユーβ

の感ಈやڻ୰につながるΩーワーυが多くฒんだ．これら

は自ಈंに感じるಛผੑを表すクラスタであるとղऍし，

プϨミアϜੑの価値֓೦と໊෇͚た．

また，その下の，looLT，looL，appearance，eYterior など

のΩーワーυは形状的なඒの価値֓೦を表すクラスタとղ

ऍし，ඒしさと໊෇͚た．

さらに下ଆには，TtZle，TtZlinH，deTiHn，TleeL などと同

時に，TVnrooG，leather，leather	 TeatT，heated	 TeatT など，

さま͟まなオプション૷උのΩーワーυがฒんでいた．
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Fig. 5   Comprehensive polar plot of keywords of car values from U.S. car users

よって，自分好みの自ಈंにできるΧスタϜੑの価値֓೦

であるとղऍした．

Ҏ上を要໿すると，ӈ上のΩーワーυクラスタは，プϨ

ミアϜੑ，ඒしさ，ΧスタϜੑという価値֓೦が大きなク

ラスタを形੒しており，શ体として	4tZle	 and	 deTiHn とݺ

べるັ力や価値の֓೦であるとҙຯ෇͚た．

次に，ਤ中，一番ࠨଆの HaT	 mileaHe の方޲に着目する

と，Hood	HaT	mileaHe，GVel	 e⒏ciencZ，GVel	 economZ などが

ฒんでおり，日本と同じく೩අੑೳの֓೦のクラスタとղ

ऍした．

また，೩අੑೳのクラスタの下にも economical，HaT，

GVel，hZCrid，aGGordaCle，coTt，Hood	 price など日本と同

じੑࡁܦの֓೦のクラスタがଘࡏする．environmental も

hZCrid	のӈ下にҐஔし，ੑࡁܦクラスタۙ๣にҐஔしてい

る఺は日本と同様であった．

さらにੑࡁܦクラスタの下を見ると practical，towinH，

eaTe	oG	 VTe などのΩーワーυがฒんでおり，ं を道۩とし

て࢖うࡍの用్的価値，実用ੑの֓೦とղऍした．

೩අੑೳクラスタの上に日本のௐ査では΄とんどݱ

れないΩーワーυ reliaCilitZ，dependaCle，dVraCilitZ，

maintenance などのϋーυ΢Σア的な৴པੑの֓೦クラ

スタがある．さらにその上には reliaCle，warrantZ，reTale	

valVe という自分のंの価値が目減りしないことの価値と

，べる֓೦のクラスタがある．これらはそれͧれ৴པੑݺ

ݱ価値の֓೦とղऍした．これらのクラスタはそのग़࢈ࢿ

ස౓もݦ著であるため，ถࠃಠಛのັ力や価値のクラスタ

であるといえる．

Ҏ上を要໿するとࠨ， ଆの大きなΩーワーυクラスタ

は，೩අੑೳ，ੑࡁܦ，実用ੑ，৴པੑ，࢈ࢿ価値の֓೦

が関࿈し合ったશ体として EconomZ	and	TecVre とݺべる

֓೦の大きなクラスタを形੒しているのが，ถࠃのಛ௃

である．

その他にもࠨ， 上内ଆには，日本のVehicle	 dZnamicT に

ଐするΩーワーυがやや広がりをもって分෍している．ถ

のௐ査ではこれら機ց的ੑೳともいえるΩーワーυクラࠃ

スタはݦ著には見えないが，この࠲ۃඪプロットのಠཱし

た̎࣠と直ަする三番目の࣠方޲にΩーワーυが分෍して

いると推察される．そこでถࠃでもVehicle	 dZnamicT を一

つのັ力や価値のクラスタとしてఆ義することにした．

また，ถࠃユーβௐ査でग़ݱස౓が高く，ಛ௃的なΩー

ワーυが集まっているのがӈ下のクラスタである．

著なΩーワーυݦ཭をஔくڑからۃ roomZ の方޲には，

carHo	 Tpace，TtoraHe，Ti[e，lVHHaHe	 Tpace などのՙ෺のੵ

載ੑに関する価値のクラスタがଘࡏする．これはੵ載ੑの

֓೦とղऍした．

そのগしӈ上には leH	 room，room，Tpace，comGort，

Premium

Customizability

Beauty

Vehicle dynamics

Reliability

Asset value
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Comfort

Loading capacity
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Fig. 6   Transition of values by age and gender in Japan and the U.S.

comGortaCleなど，৐員にとってのۭ間価値のクラスタがあ

り，これはշదੑの֓೦とղऍできる．

これらੵ載ੑとշదੑのクラスタはΩーワーυ਺，ग़ݱ

ස౓ともݦ著で，日本ではこのようなΩーワーυクラスタ

は形੒されていなかった．これらも৴པੑ，࢈ࢿ価値など

とฒんで，ถࠃにಛ௃的な価値クラスタといえる．よって

まとめると，ӈ下のクラスタは4pace	 and	 comGort の価値

֓೦であるとղऍした．

Ҏ上，ถࠃの分ੳ݁Ռをまとめると，ถࠃの自ಈंユー

βは4tZle	 and	 deTiHn，EconomZ	 and	 TecVre，4pace	 and	

comGort そしてVehicle	 dZnamicT というັ力や価値を感じ

ており，それͧれは，Ҏ下のような価値֓೦がΏるやかに

݁合しているとߟえられる．

（１）	4tZle	and	deTiHn は，プϨミアϜੑ，ඒしさ，ΧスタϜ

ੑのݸผ価値でߏ੒される価値֓೦である

（̎）	EconomZ	and	 TecVre は，日本と΄΅同じ೩අੑೳ，ܦ

価値で࢈ࢿ，ಠಛの৴པੑࠃ実用ੑに加え，ถ，ੑࡁ

੒される価値であるߏ

（̏）	4pace	and	comGort は，ถࠃಠಛのੵ載ੑ，շదੑでߏ

੒される価値である

（４）	Vehicle	 dZnamicT は，日本と同じ҆શੑ，ૢ ॎੑ，৐

心地のݸผ価値でߏ੒される価値である

̐ɽ࡯ߟ

本手๏を用い，一ൠ的なアンέートでも分ੳの対৅とす

る年ྸ，ੑ ผ，自ಈंのブランυ認識や，これからීٴが

進ΉであΖう EVが࣋つັ力や価値についても，٬観的な

ղऍをࢼみた．

�����೥ྸおΑͼੑผ
Fig. 6は，ユーβの֤年ྸ૚のҐஔを，日本とถࠃでஉ

ঁผに Fig. 4ならͼに Fig. 5に重Ͷたものである．

日本とถࠃとも，年ྸ૚ごとのプロットはおおよそ直ઢ

状に分෍し，かつ，年ྸ૚が高い΄どプロットは໼印方޲

にҠಈしていく޲܏がある．また，この޲܏はஉঁでڞ௨

していることがわかる．ັ 力や価値クラスタのҙຯ合いを

，ೳ価値であるデβインのۙ๣に׭察すると，若い΄どߟ

年഑΄ど実用価値である機ೳのۙ๣にプロットがあるの

が，日本とถࠃでڞ௨している．

次に日本にお͚るஉঁの違いに஫目すると，உੑは年

഑΄ど Vehic le	 dZnamicT などの機ೳ的価値に，ঁ ੑは

EconomZ	 and	 eaTZ	 drive の用్的価値にۙいҐஔに重心

がҐஔしている．そして，உঁのプロットはかなりかい཭

している．たとえば，உੑ͚޲に機ೳ的価値をૌٻしたク

ルマは，そのままでは用్的価値に重きをஔくঁੑには

ັ力がബくөるՄೳੑがある，といったߟ察もこのਤか

らできる．

また，ঁ ੑの中でも 25 からࡀ 39 の比ֱ的若い年ྸࡀ

૚の̏つのプロットはかなりデβイン方޲に重心がある

ので，この૚へのૌٻには，用్的価値に加え，৭のバリ

エーションॆ実やデβインに力をೖれることが効Ռ的であ

ることをࣔࠦしている．一方で，50 Ҏ上のঁੑのプロッࡀ

トのҐஔを見ると，この૚にૌٻするためには，औり回し

೩අੑೳなどをॆ実させる必要があると推察，ੑࡁܦ，ੑ

できる．

次にถࠃを見ると，若い΄どデβインۙ๣に重心がある

఺や，年ྸが高い΄どEconomZ	 and	 TecVre などの実用価

値ۙ๣に重心がある఺は日本とࣅている．しかし，ถࠃで

は日本とは異なり 20 からࡀ 39 の૬対的に若いஉੑのࡀ

方がよりデβイン方޲外ଆに重心がある．ै って，ถࠃで

はデβインは若いஉੑへよりૌٻ効Ռが大きいՄೳੑがあ

る．なお，ถࠃのஉঁプロットのかい཭は日本と比べると

ややখさく，日本より自ಈंにٻめる価値にஉঁの違いが
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Fig. 7   Center positions of users’ value keywords by 
each automobile brand (magnified plot)

Fig. 8   Center positions of value keywords from users, 
potential users, and reluctant users of EV

গないと思われる．

これら年ྸ૚やੑผによる価値観の違いは，঎඼や技

術をاը։発するࡍ，୯一঎඼でෳ਺のユーβ૚，例えば

若いユーβと年഑ユーβ，のٻめる価値をڞにຬたすこと

ができるのか，できるとすればԿがϙイントかを分ੳする

のに༗効である．プラットフΥーϜをڞ༗化するグローバ

ルंछの։発では，発ചするそれͧれのࠃや地Ҭに対Ԡす

る঎඼։発がٻめられる．さま͟まなユーβの価値観をཧ

ղした঎඼づくりには，本手๏のような分ੳ手๏が必要と

なってདྷると思われる．

ただし，୯年౓ௐ査のみでは，ٻめる価値が年ྸととも

に変化していくのか，世代によりٻめる価値がಛ༗なだ͚

なのかはफ़ผできない．これらを明確にするには，ܧଓௐ

査とఆ఺分ੳが必要であることには஫ҙを要する．

なお，同様な分ੳは，ユーβのॅんでいる地Ҭ，ٳ日の

աごし方，৬छ，年ऩなど広範なଐੑについてもԠ用Մೳ

である．

�����ϒϥϯυ
Fig. 7は，ถࠃのユーβが所༗している自ಈंのブラン

υの重心Ґஔを Fig. 5に重Ͷてプロットしたものである．

ถࠃのHonda	ユーβがڍげたΩーワーυの重心はࠨ， ଆ

やや上，他自ಈंブランυと比べて最も外ଆにプロットさ

れた．このҐஔはEconomZ	and	TecVre の৴པੑや࢈ࢿ価値

のクラスタの方޲にあるので，Honda ंはこれらの価値で

他ブランυより૬対的に認知されているとղऍできる．

また，AcVra	ユーβの重心はӈ上の4tZle	 and	 deTiHn 方

の比ֱ的外ଆにプロットされた．このྖҬには޲ #.8，

.ercedeT-#en[，AVdi，LeYVT などのプϨミアϜブランυ

があり，一番外ଆの#.8は最もユーβ認識されていると

いえる．AcVra は #.8に次いで外ଆにҐஔしていること

から，これらブランυとۙしいັ力や価値でユーβに認知

されているとղऍできる．

�����&7
Fig. 8に，ถࠃの EVユーβ，কདྷ EVをങうՄೳੑが

あると回答したユーβ，およͼ EVにফۃ的なユーβの重

心Ґஔをࣔす．

EVユーβおよͼ EVをങうՄೳੑがあるユーβは，ۃ

	ඪのやや上ଆの4tZle࠲ and	 deTiHn のプϨミアϜੑクラス

タۙ๣に重心があり，これはプϨミアϜブランυの重心Ґ

ஔとۙい．これは，ถࠃでは EV がプϨミアϜブランυと

同じようなັ力や価値としてユーβの目にөっているこ

とをࣔࠦしている．Table 1に EVユーβと EVにফۃ的

なユーβがڍげたΩーワーυ上Ґ 10 ߲目を比ֱする．６

Ωーワーυがڞ௨しており，また，EV ユーβがಛผな؀

げていないことから，上記の推察がଥ౰であるڍ価値をڥ

ことが確認できる．

一方，EVにফۃ的なユーβの重心を見ると，EconomZ	

and	 TecVre の実用ੑと4pace	 and	 comGort のੵ載ੑにۙい

Ґஔに重心がある．কདྷ，EVීٴを目ࢦすには，こうした

ユーβの価値観にもԠえられるようなコンセプトの঎඼を

作りग़していく必要がある．

�����೔ຊとถࠃのڞ௨ੑとಛҟੑ
日本とถࠃのユーβにおいて，৭やデβインとੑࡁܦや

೩අੑೳはともにڞ௨したັ力や価値の֓೦であった．

この中でも日本のユーβにಛ௃的なのは，DeTiHn	 and	

Tpace の大きな֓೦クラスタに広さの֓೦が加わっていた

こと，およͼ，Vehicle	 dZnamicT	の機ց的ੑೳを重ࢹして

いることであった．日本では，広さや機ց的ੑೳをૌٻす

る঎඼づくりがお٬様のتͼにつながるՄೳੑがある．
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Table 1  Comparison of keywords cited by EV users 
and EV reluctant users

一方，ถࠃのユーβでは，4tZle	 and	 deTiHn の価値֓೦

クラスタにΧスタϜੑの֓೦が加わったり，EconomZ	 and	

TecVre クラスタに৴པੑ，࢈ࢿ価値などの֓೦が加わって

いるのがಛ௃であった．ถࠃでは，オプション૷උをॆ実

してΧスタϜੑを޲上させたり，৴པੑや଱ੑٱをపఈ的

に高めてނোの不҆をղফしたりしてあげればユーβの

価値につながると思われる．また，ถࠃではੵ載ੑやշద

ੑが4pace	 and	 comGort の大きな価値֓೦クラスタを形੒

していたので，例えば，機ೳੑを重ࢹするϐックアップト

ラックにも，৐心地が良好な大きなΩϟϏンをඋえれば大

きなັ力とөることがࣔࠦされている．

著であった，自ಈӡ転というΩーワーυݦに日本ではٯ

をؚΉVehicle	 dZnamicT の価値は，ถࠃではあまりݦ著で

はなかった．ถࠃユーβが自ಈंの機ցとしてのੑೳだ͚

ではなく，日本よりバラエティに෋んださま͟まな価値観

で自ಈंをબんでいる様ࢠがうかがわれる．ถࠃのユーβ

に঎඼をఏڙするࡍには，日本とは異なるこうしたお٬様

の心ཧを研究し，お٬様の価値を௥ٻする重要ੑが，۩体

的なデータで明らかにされたといえる．

̑ɽ·とΊ

本研究では，യવとした自ಈंに対するັ力や価値を分

ੳするため，これまでのアンέートௐ査とは異なる自༝記

ड़式Ωーワーυௐ査๏とそのクラスタ化手๏を用いて，Ҏ

下の知見をಘた．

（１）	Ωーワーυクラスタのҙຯ的ղऍによる自ಈंのັ

力や価値の分ੳ，およͼその֓೦ߏ଄のղ明．

（̎）	日本とถࠃのࠩ異分ੳ，ユーβଐੑ分ੳ，ブランυ認

識分ੳへのద用による本手๏の֦ுੑの例ࣔ．

本ௐ査の日本൛でݦ著なΩーワーυであった自ಈӡ転

は，これに先ཱつ̎年前の同様なௐ査ではநग़されてい

なかったことがわかっている．িಥඃܰ֐減ブϨーΩや

ADA4（先進ӡ転ࢧԉシステϜ）が認知され，自ಈӡ転への

ユーβの関心も高まりを見せているが，本ௐ査はそうした

EV users
[%] Keyword

14.15 Color
13.21 Price
12.26 Safety
11.32 Design
11.32 Good
10.38 Comfort
9.43 Gas mileage
9.43 Quality
9.43 Brand
8.49 Comfortable

EV reluctant users
[%] Keyword

25.63 Price
22.50 Color
20.43 Safety
19.99 Comfort
13.90 Style
12.52 Reliable
10.99 Size
10.17 Comfortable
9.26 Gas mileage
8.78 Safe

変化を٬観的にଊえられているといえる．同様にߟえる

と，その他のΩーワーυについても自ಈंユーβの価値観

を的確にัଊしている確౓は高いと思われる．

本研究の手๏がこれからも発లし，Honda の目ࢦすʮお

٬様のتͼʯがますます広がる一ॿとなることを期଴して

やまない．
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